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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　遊技の進行に応じて所定の演出表示を行う表示手段と、前記表示手段における演出表示
の進行に関連して作動する演出用可動体と、が所定位置に設けられた遊技機であって、
　前記演出用可動体は、
　前記表示手段の前側に設けられており、少なくとも一部に所定の絵柄が形成された第１
絵柄、及び前記第１絵柄を覆う閉じ位置と前記第１絵柄を視認可能な開き位置との間で移
動可能な第１左可動部材及び第１右可動部材からなり、前記閉じ位置に位置する時は前記
第１左可動部材及び前記第１右可動部材が当接する位置にあり、前記開き位置に位置する
時は前記第１左可動部材及び前記第１右可動部材が移動して分離するように構成され、前
記第１左可動部材及び前記第１右可動部材の表面には所定の絵柄が描かれており、前記閉
じ位置に位置する時は前記第１左可動部材及び前記第１右可動部材の前記所定の絵柄が一
体的に視認されるように構成されている第１可動部を有する第１装飾体を備え、前記表示
手段が視認可能な退避位置と、前記表示手段を覆う進出位置との間で前記第１装飾体を進
退可能に構成されている第１可動体と、
　前記表示手段の前側に設けられており、少なくとも一部に所定の絵柄が形成された第２
絵柄、及び前記第２絵柄を覆う閉じ位置と前記第２絵柄を視認可能な開き位置との間で移
動可能な第２左可動部材及び第２右可動部材からなり、前記閉じ位置に位置する時は前記
第２左可動部材及び前記第２右可動部材が当接する位置にあり、前記開き位置に位置する
時は前記第２左可動部材及び前記第２右可動部材が移動して分離するように構成され、前
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記第２左可動部材及び前記第２右可動部材の表面には所定の絵柄が描かれており、前記閉
じ位置に位置する時は前記第２左可動部材及び前記第２右可動部材の前記所定の絵柄が一
体的に視認されるように構成されている第２可動部を有する第２装飾体を備え、前記表示
手段が視認可能な退避位置と、前記表示手段を覆う進出位置との間で前記第２装飾体を進
退可能に構成されている第２可動体と、
　前記第２可動部を前記閉じ位置と前記開き位置との間で移動させるための駆動力を付与
する駆動手段と、
　前記第１可動体及び前記第２可動体が前記進出位置に位置する時に、これら前記第１可
動体及び前記第２可動体を係合させ、前記第１可動体及び前記第２可動体を合体させる係
合手段と、を備え、
　前記第１可動体及び前記第２可動体が前記係合手段により合体している時は、前記第１
左可動部材、前記第１右可動部材、前記第２左可動部材及び前記第２右可動部材に描かれ
ている所定の絵柄が一体的に視認されるように構成されており、
　前記第１可動部は、前記第１可動体及び前記第２可動体が前記係合手段により合体して
いる時に前記駆動手段が前記第２可動部に前記駆動力を付与すると、前記第２可動部と一
体的に前記閉じ位置から前記第１絵柄及び前記第２絵柄が視認される状態とする前記開き
位置まで移動し、前記第１絵柄及び前記第２絵柄が一体的に視認されるように構成されて
いる、ことを特徴とする遊技機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、遊技盤に所定の図柄を表示させる図柄表示手段及び演出用役物が配置された
遊技機に関する。
【背景技術】
【０００２】
　パチンコ機をはじめとする遊技機では、遊技盤に形成された遊技領域に図柄表示装置が
設けられているものが従来から多く知られている。図柄表示装置には液晶表示装置を用い
ることが多く、この液晶表示装置に数字や各種絵柄等から構成される種々の図柄やアニメ
ーション等を表示して、遊技の状態に応じて遊技者の興趣を向上させるための演出が行わ
れる。近年は、遊技機の演出効果をより向上させるために、役物装置に関しても種々の態
様のものが知られている。例えば、特許文献１では、一対の装飾部材が分離した状態で配
置されており、所定の条件が成立すると分離した状態から合体し、その後、合体した状態
で一体的に回転し、さらにその後、合体した状態から分離するように動作するパチンコ遊
技機が開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１２－１１５３００号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、特許文献１に記載されているパチンコ遊技機は、一対の装飾部材につい
て、それぞれの部材に駆動手段を設けなければならず、駆動手段の数や駆動手段を設ける
にあたって必要とされる部品の点数が大幅に増加し、装飾部材の構成も複雑になってしま
うという問題があった。また、部品点数が増加することで、遊技機の製造コストも大幅に
上がってしまうという問題もあった。さらには、一対の装飾部材を遊技盤の上部に設けた
場合、各部材に駆動手段及びその付属の物品が設けられているので、重量化しやすいとい
う問題もあった。
【０００５】
　本発明は、上記した問題点に鑑みてなされたものであり、演出用役物に使用する駆動手
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段の数を削減し、またそれに伴う各種部品点数を削減することが可能な遊技機を提供する
ことを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明は、
（１）遊技の進行に応じて所定の演出表示を行う表示手段と、前記表示手段における演出
表示の進行に関連して作動する演出用可動体と、が所定位置に設けられた遊技機であって
、
　前記演出用可動体は、前記表示手段の前側に設けられており、少なくとも一部に所定の
絵柄が形成された第１絵柄、及び前記第１絵柄を覆う閉じ位置と前記第１絵柄を視認可能
な開き位置との間で移動可能な第１左可動部材及び第１右可動部材からなり、前記閉じ位
置に位置する時は前記第１左可動部材及び前記第１右可動部材が当接する位置にあり、前
記開き位置に位置する時は前記第１左可動部材及び前記第１右可動部材が移動して分離す
るように構成され、前記第１左可動部材及び前記第１右可動部材の表面には所定の絵柄が
描かれており、前記閉じ位置に位置する時は前記第１左可動部材及び前記第１右可動部材
の前記所定の絵柄が一体的に視認されるように構成されている第１可動部を有する第１装
飾体を備え、前記表示手段が視認可能な退避位置と、前記表示手段を覆う進出位置との間
で前記第１装飾体を進退可能に構成されている第１可動体と、前記表示手段の前側に設け
られており、少なくとも一部に所定の絵柄が形成された第２絵柄、及び前記第２絵柄を覆
う閉じ位置と前記第２絵柄を視認可能な開き位置との間で移動可能な第２左可動部材及び
第２右可動部材からなり、前記閉じ位置に位置する時は前記第２左可動部材及び前記第２
右可動部材が当接する位置にあり、前記開き位置に位置する時は前記第２左可動部材及び
前記第２右可動部材が移動して分離するように構成され、前記第２左可動部材及び前記第
２右可動部材の表面には所定の絵柄が描かれており、前記閉じ位置に位置する時は前記第
２左可動部材及び前記第２右可動部材の前記所定の絵柄が一体的に視認されるように構成
されている第２可動部を有する第２装飾体を備え、前記表示手段が視認可能な退避位置と
、前記表示手段を覆う進出位置との間で前記第２装飾体を進退可能に構成されている第２
可動体と、前記第２可動部を前記閉じ位置と前記開き位置との間で移動させるための駆動
力を付与する駆動手段と、前記第１可動体及び前記第２可動体が前記進出位置に位置する
時に、これら前記第１可動体及び前記第２可動体を係合させ、前記第１可動体及び前記第
２可動体を合体させる係合手段と、を備え、前記第１可動体及び前記第２可動体が前記係
合手段により合体している時は、前記第１左可動部材、前記第１右可動部材、前記第２左
可動部材及び前記第２右可動部材に描かれている所定の絵柄が一体的に視認されるように
構成されており、前記第１可動部は、前記第１可動体及び前記第２可動体が前記係合手段
により合体している時に前記駆動手段が前記第２可動部に前記駆動力を付与すると、前記
第２可動部と一体的に前記閉じ位置から前記第１絵柄及び前記第２絵柄が視認される状態
とする前記開き位置まで移動し、前記第１絵柄及び前記第２絵柄が一体的に視認されるよ
うに構成されている、ことを特徴とする遊技機、を要旨とする。
【発明の効果】
【０００７】
　本発明によれば、演出用役物が、図柄表示手段の前側に設けられており、少なくとも一
部に所定の絵柄が形成された第１絵柄、及び第１絵柄を覆う閉じ位置と第１絵柄を視認可
能な開き位置との間で移動可能な第１可動部を有する第１装飾体を備え、図柄表示手段が
視認可能な退避位置と、図柄表示手段を覆う進出位置との間で第１装飾体を進退可能に構
成されている第１可動体と、図柄表示手段の前側に設けられており、少なくとも一部に所
定の絵柄が形成された第２絵柄、及び第２絵柄を覆う閉じ位置と第２絵柄を視認可能な開
き位置との間で移動可能な第２可動部を有する第２装飾体を備え、図柄表示手段が視認可
能な退避位置と、図柄表示手段を覆う進出位置との間で第２装飾体を進退可能に構成され
ている第２可動体と、第２可動部を閉じ位置と開き位置との間で移動させるための駆動力
を付与する駆動手段と、第１可動体及び第２可動体が進出位置に位置する時に、これら第
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１可動体及び第２可動体を係合させ、第１可動体及び第２可動体を合体させる係合手段と
、を備え、第１可動体及び第２可動体が係合手段により合体している時に駆動手段が第２
可動部に駆動力を付与すると、第１可動部が第２可動部と一体的に移動するように構成さ
れているので、第１可動体の駆動モータを削減することができ、またそれに伴って第１可
動体を構成する部品の点数も大幅に減少させることが可能になる。また、このように部品
点数を大幅に減少させることができるので、遊技機の製造コストも低く抑えることが可能
になる。また、部品点数を減少させることができるので、第１可動体を軽量化することが
可能になる。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】本発明の実施の形態に係る遊技機の正面図である。
【図２】遊技機を構成する裏ユニットの正面図である。
【図３】第１可動体の構成を表面側から表した分解斜視図である。
【図４】第１可動体の構成を裏面側から表した分解斜視図である。
【図５】第２可動体の構成を表面側から表した分解斜視図である。
【図６】第２可動体の構成を裏面側から表した分解斜視図である。
【図７】第１可動体及び第２可動体が退避位置に位置する時の状態を表面側から表した図
である。
【図８】第１可動体及び第２可動体が退避位置に位置する時の状態を裏面側から表した図
である。
【図９】第１可動体及び第２可動体が進出位置に位置する時の状態を表面側から表した図
である。
【図１０】第１可動体及び第２可動体が進出位置に位置する時の状態を裏面側から表した
図である。
【図１１】遊技盤において、第１可動体及び第２可動体が進出位置に位置する時の状態を
表した図である。
【図１２】第１可動体及び第２可動体が進出位置に位置し、第１可動部及び第２可動部が
開き位置に位置する時の状態を表面側から表した図である。
【図１３】第１可動体及び第２可動体が進出位置に位置し、第１可動部及び第２可動部が
開き位置に位置する時の状態を裏面側から表した図である。
【図１４】遊技盤において、第１可動体及び第２可動体が進出位置に位置し、第１可動部
及び第２可動部が開き位置に位置する時の状態を表した図である。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　本発明に係る遊技機の実施の形態について、図面を用いて具体的に説明する。なお、本
明細書では、本発明に係る遊技機の例としてパチンコ遊技機を用いて説明するが、本発明
ではパチンコ遊技機以外の遊技機にも適用することが可能である。また、本明細書におい
ては、パチンコ遊技機（以下、単に「遊技機」と言う。）及び遊技機を構成する各部材の
「前側」、「後側」は、遊技機を正面から見た場合における表面側（前面側）、背面側（
後面側）を示すものとし、遊技機及び遊技機を構成する各部材に関して「上側」、「下側
」、「左側」及び「右側」は、図１に示すように、遊技機を正面から見た場合における上
側、下側、左側及び右側を示すものとする。また、本明細書においては、遊技球が各種入
賞口に流入することを「入賞」と言い、遊技球が入賞することによって遊技者に払い出さ
れる遊技球のことを「賞球」と言う。
【００１０】
［遊技機１の外観構成］
　図１に示すように、遊技機１は、機体の外郭を構成する縦長方形の外枠２を備えている
。この外枠２の開口前面側には、縦長方形の中枠３が着脱自在に組み付けられている。中
枠３は、全体的に合成樹脂材料を用いて成形されており、内部に遊技盤１２等を取付固定
することができるように構成されている。前枠４は、中枠３の前面側に、該前枠４の左側
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に設けられたヒンジを中心に中枠３に対して横開きをすることができるように開閉自在に
組み付けられている。前枠４は、ガラス板５を備えており、遊技者が遊技盤１２を視認す
ることができ、かつ遊技盤１２を保護することができるように構成されている。また、前
枠４は、遊技に使用する遊技球を一時的に貯留する上受け皿６と、上受け皿６から溢れ出
て流下した遊技球を貯留する下受け皿７とをガラス板５の下方に備えている。
【００１１】
　遊技機１は、遊技盤１２に向けて遊技球を弾発するための発射装置を内部に備えており
、この発射装置の弾発強さを操作ハンドル８の回動量によって調節することができるよう
に構成されている。また、上受け皿６には、遊技球を貯留する貯留スペースの前側に、遊
技者が遊技中に押圧操作する各種ボタン９ａ，９ｂ，９ｃが配置されている。また、遊技
機１の上部には、音声を出力するためのスピーカ１０が設けられている。
【００１２】
　遊技盤１２は、アクリルやポリカーボネート等の合成樹脂材料で成形された略正方形の
平板状の部材である。この遊技盤１２の背面側には、裏ユニット１３（図２参照）がビス
等によって取付固定されている。遊技盤１２には、センター役物３１の装飾枠３２を取り
付けるための開口部１４が略中央部に開口形成されている。また、遊技盤１２の表面には
、発射装置で弾発された遊技球を遊技盤１２の上部へ案内する案内レール１５が設けられ
ている。また、遊技盤１２には、案内レール１５により遊技盤１２の上部に案内された遊
技球が該遊技盤１２の下部に向けて流下する遊技領域１６が形成されている。
【００１３】
　遊技領域１６には、装飾枠３２を取り付けるための開口部１４が該遊技領域１６の略中
央部に開口形成されている。また、遊技領域１６には、普通入賞装置１７、始動入賞装置
１８、大入賞装置１９等の各種入賞装置が設けられている。また、遊技領域１６には、多
数の誘導釘２０が打たれている。遊技領域１６を流下する遊技球は、誘導釘２０に当たっ
て流下方向を変化させながら、遊技領域１６の上部から下部に向かって流下する。遊技領
域１６を流下する遊技球の一部は、各種入賞装置に設けられている各種入賞口（図示せず
）に入賞する。また、遊技領域１６を流下する遊技球のうち、各種入賞口に入賞しなかっ
た遊技球は、遊技領域１６の最下部に設けられたアウト口２１に流入する。
【００１４】
　普通入賞装置１７は、遊技領域１６に複数個（本実施の形態では３個）設けられている
。これら普通入賞装置１７は、普通入賞口（図示せず）を有しており、遊技球が普通入賞
口に入賞すると、所定数（例えば１０個）の賞球を払い出すように構成されている。
【００１５】
　始動入賞装置１８は、装飾枠３２の下方に配置されている。始動入賞装置１８は、始動
入賞口（図示せず）を有しており、遊技球が始動入賞口に入賞すると遊技者に不利な通常
遊技状態から遊技者に有利な大当り遊技状態で遊技を行うか否か、大当り遊技状態で遊技
を行う場合には、上限ラウンド回数が設定されている第１の大当り遊技状態又は、第１の
大当り遊技状態よりも上限ラウンド数を多く設定した第２の大当り遊技状態、のいずれの
遊技状態で遊技を行うかを抽選するための大当り抽選が行われるように構成されている。
【００１６】
　大入賞装置１９は、始動入賞装置１８の下方に配置された第１大入賞装置２２と、装飾
枠３２の下方であって、遊技領域１６の左右方向中央よりも右方に配置された第２大入賞
装置２３とを備えている。これら第１大入賞装置２２及び第２大入賞装置２３は、大入賞
口（図示せず）を備えている。第１大入賞装置２２及び第２大入賞装置２３は、通常遊技
状態では遊技球が入賞することはなく、大当り抽選に当選して、遊技状態が通常遊技状態
から大当り遊技状態へ移行した時に遊技球が入賞できるように構成されている。これら第
１大入賞装置２２及び第２大入賞装置２３は、大当り遊技状態では、所定個数（例えば１
０個）の遊技球が入賞するか、又は所定時間（例えば３０秒）が経過するまでの間、遊技
球が入賞するように構成されている。遊技機１は、大入賞口に遊技球が入賞すると、入賞
した遊技球の数に対応した数の賞球を遊技者に払い出す。なお、本実施の形態では、大入
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賞装置１９を複数個有する遊技機１を用いて説明したが、大入賞装置１９の数はこれに限
定されるものではない。
【００１７】
　なお、大当り遊技状態を構成する第１の大当り遊技状態及び第２の大当り遊技状態にお
いては、それぞれ上限ラウンド回数が設定されている。本実施の形態に係る遊技機では、
大当り遊技状態での遊技において、大入賞口に所定個数の遊技球が入賞するか、又は大入
賞口の開いた状態が所定時間経過するか、いずれかの条件を満たすまでの遊技を１ラウン
ドとする。即ち、大入賞口の開いた状態が３０秒経過する前に大入賞口に所定個数（例え
ば１０個）の遊技球が入賞した場合にはその時点で１ラウンドの遊技が終了することにな
り、又は大入賞口に所定個数（例えば１０個）の遊技球が入賞する前に、大入賞口の開い
た状態が３０秒経過した場合にも、その時点で１ラウンドの遊技が終了することになる。
【００１８】
　本実施の形態では、第１の大当り遊技状態は、規定のラウンド数が「２回」に設定され
ており、各ラウンドにおいて後述する大入賞口に入賞可能な遊技球数、即ち１回のラウン
ドにおける大入賞口への遊技球の入賞上限個数（カウント数）が「１０」に設定されてい
る大当り遊技状態である。また、第２の大当り遊技状態では、第１の大当り遊技状態より
も上限ラウンド数を多く設定しており、既定のラウンド数が「１５回」に設定されている
。また、第２の大当り遊技状態では、各ラウンドにおいて大入賞口に入賞可能な遊技球数
が「１０」に設定されている大当り遊技状態である。なお、本実施の形態では、ラウンド
数を変えることによって、第１の大当り遊技状態と第２の大当り遊技状態において遊技者
が得られる利益が異なるように設定しているが、第１の大当り遊技状態及び第２の大当り
遊技状態の態様はこれに限定されるものではない。例えば、第１の大当り遊技状態及び第
２の大当り遊技状態のラウンド数を同一にしておき、第１の大当り遊技状態及び第２の大
当り遊技状態で大入賞口の開放時間を異ならせることによって遊技者が得られる利益を異
なるように設定してもよいし、また第１の大当り遊技状態及び第２の大当り遊技状態で確
率変動を付与するか否かを予め設定しておくことで、遊技者が得られる利益を異なるよう
に設定してもよい。また、これら以外の方法により、遊技者が得られる利益が異なるよう
に設定してもよい。
【００１９】
　センター役物３１は、装飾枠３２を備えている。装飾枠３２は、各種の装飾が施されて
いる枠状の部材であり、遊技盤１２の開口部１４に対して、遊技盤１２の前側から挿入し
て取付固定されている。
【００２０】
　図２に示すように、裏ユニット１３には、図柄表示手段としての液晶表示装置３３及び
演出用役物３４が取付固定されている。液晶表示装置３３は、遊技中に所定の図柄等を変
動表示及び停止表示するというように、遊技の状態や遊技の進行に応じて種々の演出表示
を行うためのものである。この液晶表示装置３３で表示される図柄等としては、例えば、
数字等から構成される種々の図柄やアニメーション等、各種画像等が挙げられるが、これ
に限定されるものではない。図２に示すように、液晶表示装置３３は、裏ユニット１３に
取付固定されている。遊技盤１２は、該遊技盤１２に形成された開口部１４が裏ユニット
１３に取付固定された液晶表示装置３３の表示画面と同じ位置に位置するように裏ユニッ
ト１３に取付固定されており、液晶表示装置３３で表示される図柄等は、遊技盤１２に形
成されている開口部１４を介して遊技者が視認することができるように構成されている。
なお、本実施の形態では、図柄表示手段の例として液晶表示装置３３を用いて説明したが
、上記した演出表示を行うことができるものであれば、液晶表示装置３３以外のものを任
意に選択して用いてもよい。なお、図１及び図２における符号３３ａは、液晶表示装置３
３に形成されている表示領域である。
【００２１】
　演出用役物３４は、遊技機１における遊技の進行及び液晶表示装置３３における演出表
示の進行に関連して作動するように構成されている。この演出用役物３４は、図２に示す
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ように、裏ユニット１３において、液晶表示装置３３の前方に位置するように配置される
と共に、表示領域３３ａの周囲、即ち表示領域３３ａの上方及び下方に位置するように配
置されている。この演出用役物３４は、裏ユニット１３に遊技盤１２を取付固定した場合
には、遊技領域１６内に位置するところに配置されている。
【００２２】
［演出用役物３４の構成］
　図２に示すように、演出用役物３４は、第１可動体４１、第２可動体４２、係合手段４
３及び検知手段としての検知センサ４４を備えている。第１可動体４１及び第２可動体４
２は裏ユニット１３に取付固定されている。第１可動体４１は、遊技盤１２の上部、即ち
遊技領域１６の上部に配置される位置と対応する位置に設けられ、第２可動体４２は、遊
技盤１２の下部、即ち遊技領域１６の下部に配置される位置と対応する位置に設けられて
いる。第１可動体４１は、後述する第１装飾体４７を備えており、この第１装飾体４７を
液晶表示装置３３が視認可能な退避位置と液晶表示装置３３の前側において該液晶表示装
置３３の少なくとも一部を覆う進出位置との間で進退可能となるように構成されている。
また、第２可動体４２は、後述する第２装飾体９３を備えており、この第２装飾体９３を
液晶表示装置３３が視認可能な退避位置と液晶表示装置３３の前側において該液晶表示装
置３３の少なくとも一部を覆う進出位置との間で進退可能となるように構成されている。
これら第１可動体４１及び第２可動体４２は、該第１可動体４１及び第２可動体４２が進
出位置に位置する時は係合手段４３によって係合し、該第１可動体４１及び第２可動体４
２が合体することができるように構成されている。これら第１可動体４１及び第２可動体
４２が進出位置に位置している時に合体したか否かは検知センサ４４で検知することがで
きるように構成されている。また、第１可動体４１及び第２可動体４２が合体している時
に後述する第２可動部９２に駆動力が付与されると、第１可動部４６と第２可動部９２と
が一体的に移動するように構成されている。
【００２３】
（第１可動体４１の構成）
　図３及び図４に示すように、第１可動体４１は、第１絵柄４５、第１可動部としての第
１可動部材４６を有する第１装飾体４７を備えている。また、第１可動体４１は、第１移
動部材４８、第２移動部材４９、第１アーム部材５０、第１移動支持部材５１、第１基体
５２、第１駆動モータ５３、第１駆動部５４、第１カバー体５５を備えている。
【００２４】
　第１絵柄４５は、少なくとも一部に所定の絵柄が形成されているもので、本実施の形態
では「天下」の文字を装飾的に描いた絵柄が描かれている。なお、この第１絵柄４５に描
くものとしては、文字のみならず、種々のイラスト等を描いてもよい。また、イラストや
文字等だけではなく、第１絵柄４５を描く対象物の表面に所定の模様等を形成してもよい
。
【００２５】
　第１可動部材４６は、第１絵柄４５の前側に位置するように設けられており、第１絵柄
４５を覆う閉じ位置と、この第１絵柄４５を視認可能にする開き位置との間で移動可能と
なるように構成されている。図３及び図４に示すように、第１可動部材４６は、第１左可
動部材５６及び第１右可動部材５７を備えており、第１可動部材４６が閉じ位置に位置す
る時はこれら第１左可動部材５６及び第１右可動部材５７が当接する位置にあり、第１可
動部材４６が開き位置に位置する時は第１左可動部材５６が左方向へ移動し、第１右可動
部材５７が右方向へ移動することによってこれら第１左可動部材５６及び第１右可動部材
５７が分離するように構成されている。なお、本実施の形態では、この第１可動部材４６
の表面にも絵柄等が描かれているが、この絵柄は描いてもよいし、描かなくてもよい。ま
た、絵柄を描く場合には、任意に選択した種々の絵柄を描いてよい。
【００２６】
　第１移動部材４８は、第１絵柄４５及び第１可動部材４６を取り付けるためのベースと
なる部材であり、第１移動支持部材５１を介して第２移動部材４９に対してスライド移動
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することができるように連結されている。この第１移動部材４８は、左右方向中央部に第
１絵柄４５を取り付けるための取付空間５８が形成されている。また、この取付空間５８
の左側には、第１左可動部材５６が左右方向にスライド移動する際のガイドとなる第１左
長孔部５９が形成され、取付空間５８の右側には、第１右可動部材５７が左右方向にスラ
イド移動する際のガイドとなる第１右長孔部６０が形成されている。本実施の形態では、
これら第１左長孔部５９及び第１右長孔部６０は上下に２つずつ形成されているが、この
長孔の数はこれに限定されるものではない。
【００２７】
　また、図４に示すように、第１移動部材４８には、その後面側に第１移動支持部材５１
を構成する第１ガイド部７１の一端部が取付固定される固定部４８ａが形成されている。
【００２８】
　第２移動部材４９は、第１移動支持部材５１を介して第１移動部材４８と連結し、かつ
第１アーム部材５０と連結して上下方向に移動することができるように構成されている。
図３に示すように、第２移動部材４９は、左右方向中央部分に所定の装飾が描かれており
、その装飾に対して左右方向両側に延出する延出部４９ａが形成されている。また、この
延出部４９ａには、左右方向に延びる第２左長孔部６１と第２右長孔部６２とが形成され
ている。これら第２左長孔部６１及び第２右長孔部６２は、第１アーム部材５０が連結す
ることができるように形成されており、第１アーム部材５０が回動すると、それに伴って
この第２移動部材４９が移動するように構成されている。また、図４に示すように、第２
移動部材４９には、その裏側に第１移動支持部材５１を構成する第１ガイド支持部７２を
取り付けることができるように構成されている。第２移動部材４９は、第１ガイド支持部
７２に第１ガイド部７１の他端部が連結されることで、第１ガイド部７１の一端部が連結
されている第１移動部材４８と連結されるように構成されている。
【００２９】
　第１アーム部材５０は、第２移動部材４９を移動させるためのもので、第１左アーム部
材６３と第１右アーム部材６４とから構成されている。第１左アーム部材６３には、ピン
部材６３ａと第３左長孔部６５とが形成されており、このピン部材６３ａが第２移動部材
４９の第２左長孔部６１の内部に配置されて連結されている。また、第３左長孔部６５は
、第１移動部材４８の後側に形成されている突起部４８ｂが配置可能に形成されており、
この突起部４８ｂが第３左長孔部６５内に配置されることで、第１左アーム部材６３と第
１移動部材４８とが連結されている。第１左アーム部材６３には、第１軸孔６６が形成さ
れている。この第１軸孔６６は、図４に示す第１従動ギヤ６７を取付固定するためのもの
である。この第１従動ギヤ６７は第１駆動部５４を構成する後述する第１ラック部材７７
と噛み合うように設けられており、この第１ラック部材７７の移動に伴って、第１従動ギ
ヤ６７が回転し、この第１従動ギヤ６７の回転に伴って、該第１従動ギヤ６７の回転軸を
中心として、第１左アーム部材６３が回動するように構成されている。
【００３０】
　第１右アーム部材６４には、ピン部材６４ａと第３右長孔部６８とが形成されており、
このピン部材６４ａが第２移動部材４９の第２右長孔部６２の内部に配置されて連結され
ている。また、第３右長孔部６８は、第１移動部材４８の後側に形成されている突起部４
８ｃが配置可能に形成されており、この突起部４８ｃが第３右長孔部６８内に配置される
ことで、第１右アーム部材６４と第１移動部材４８とが連結されている。第１右アーム部
材６４には、第２軸孔６９が形成されている。この第２軸孔６９は、図４に示す第２従動
ギヤ７０を取付固定するためのものである。この第２従動ギヤ７０は第１駆動部５４を構
成する後述する第２ラック部材７８と噛み合うように設けられており、この第２ラック部
材７８の移動に伴って第２従動ギヤ７０が回転し、この第２従動ギヤ７０の回転に伴って
第２従動ギヤ７０の回転軸を中心として、第１右アーム部材６４が回動するように構成さ
れている。
【００３１】
　第１移動支持部材５１は、第１ガイド部７１、第１ガイド支持部７２及び第１ガイドカ
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バー体７３を備えている。第１ガイド部７１は、第２移動部材４９に対する第１移動部材
４８の移動をガイドするためのものであり、一端部が第１移動部材４８と連結し、他端部
が第１ガイド支持部７２を介して第２移動部材４９に連結するように構成されている。こ
の第１ガイド部７１は、２本の棒状の部材で形成されているが、第２移動部材４９に対す
る第１移動部材４８の移動をガイドすることができれば、他の構成であってもよい。第１
ガイド支持部７２は、第１ガイド部７１が移動する際に、該第１ガイド部７１のスライド
移動を許容しつつ該第１ガイド部７１を支持するためのものである。図４に示すように、
この第１ガイド部７１は、第２移動部材４９の裏側に取付固定されており、第１ガイド部
７１の他端部がスライド可能な状態で連結されている。第１ガイドカバー体７３は、第１
ガイド支持部７２の裏側に取り付けられるもので、第１ガイド支持部７２において第１ガ
イド部７１がスライド移動する際に、該第１ガイド部７１が第１ガイド支持部７２から外
れたり、分離するのを防止するためのものである。なお、この第１移動支持部材５１は、
第２移動部材４９に対して第１移動部材４８を移動させることができるものであれば、他
の構成であってもよい。
【００３２】
　第１基体５２は、第１可動体４１において第１移動部材４８及び第２移動部材４９等を
移動可能に取付固定するベースとなる部材である。また、第１基体５２には、その前側に
は第１駆動モータ５３が取付固定され、その後側には第１駆動部５４及び第１カバー体５
５が取付固定されている。図３及び図４に示すように、第１基体５２は、横長の略長方形
状に形成されており、第１従動ギヤ６７が配置される第１従動ギヤ配置部７４と、第２従
動ギヤ７０が配置される第２従動ギヤは一部７５とが前側に形成されている。この第１基
体５２は、裏ユニット１３に取付固定されるように構成されている。
【００３３】
　第１駆動モータ５３は、第１駆動部５４を介して第１移動部材４８及び第２移動部材４
９を移動させるための駆動力を付与するためのものである。この第１駆動モータ５３は、
従来から公知のものを任意に選択して用いてもよい。また、この第１駆動モータ５３には
、駆動軸に第１駆動ギヤ７６が設けられている。この第１駆動ギヤ７６は、第１駆動部５
４を構成する後述する第１ラック部材７７と噛み合うように設けられており、第１駆動モ
ータ５３の駆動力が第１駆動ギヤ７６を介して第１ラック部材７７に伝達されるように構
成されている。また、この時、第１駆動モータ５３の回転運動が第１ラック部材７７によ
って左右方向の直線運動に変換される。
【００３４】
　第１駆動部５４は、第１駆動モータ５３から付与される駆動力を第１左アーム部材６３
及び第１右アーム部材６４に伝達するためのもので、第１ラック部材７７と、第２ラック
部材７８と、これら第１ラック部材７７及び第２ラック部材７８とを連結するための第１
連結ギヤ７９とから構成されている。これら第１ラック部材７７、第２ラック部材７８及
び第１連結ギヤ７９は、第１基体５２の後側において、第１ラック部材７７及び第２ラッ
ク部材７８は左右方向にスライド移動することができ、第１連結ギヤ７９は回転すること
ができるように配置されている。
【００３５】
　第１ラック部材７７は、第１駆動モータ５３から付与される駆動力を第１従動ギヤ６７
及び第１連結ギヤ７９に伝達するためのものである。この第１ラック部材７７には、第１
駆動ギヤ７６と噛み合うことができるように形成され、第１駆動ギヤ７６を介して第１駆
動モータ５３の駆動力が伝達される第１伝達部８０と、第１従動ギヤ６７と噛み合うよう
に形成され、伝達された駆動力を第１従動ギヤ６７に伝達するための第２伝達部８１と、
第１連結ギヤ７９と噛み合うように形成され、伝達された駆動力を第１連結ギヤ７９に伝
達するための第３伝達部８２とが形成されている。これら第１伝達部８０、第２伝達部８
１及び第３伝達部８２は、ラック状に形成されており、第１駆動モータ５３の回転運動を
左右方向の直線運動に変換することができるように構成されている。また、第１ラック部
材７７には、左右方向に延びる第１スライド用長孔８３が形成されている。この第１スラ
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イド用長孔８３は、該第１スライド用長孔８３の内部に第１基体５２の後側に形成された
ピン状部材（図示せず）が配置されるように形成されており、第１ラック部材７７が左右
方向にスライド移動する際、このピン状部材により案内されるようにするためのものであ
る。また、第１ラック部材７７には、突片８４が形成されている。この突片８４は、位置
センサ８５が第１ラック部材７７の位置を検知することができるように形成されたもので
ある。
【００３６】
　第２ラック部材７８は、第１連結ギヤ７９を介して第１ラック部材７７から伝達される
駆動力を第２従動ギヤ７０に伝達するためのものである。この第２ラック部材７８は、第
１連結ギヤ７９と噛み合うことができるように形成されており、この第１連結ギヤ７９を
介して第１ラック部材７７から伝達される駆動力、即ち第１駆動モータ５３により付与さ
れる駆動力が伝達される。第２ラック部材７８には、第１連結ギヤ７９と噛み合うように
形成され、第１連結ギヤ７９を介して第１駆動モータ５３の駆動力が伝達される第４伝達
部８６と、第２従動ギヤ７０と噛み合うように形成され、伝達された駆動力を第２従動ギ
ヤ７０に伝達するための第５伝達部８７とが形成されている。また、第２ラック部材７８
には、左右方向に延びる第２スライド用長孔８８が形成されている。この第２スライド用
長孔８８は、該第２スライド用長孔８８の内部に、第１基体５２の後側に形成されたピン
状部材（図示せず）が配置されるように形成されており、第２ラック部材７８が左右方向
にスライド移動する際、このピン状部材により案内されるようにするためのものである。
【００３７】
　第１連結ギヤ７９は、第１ラック部材７７と第２ラック部材７８とを連結して、第１ラ
ック部材７７から伝達された駆動力を第２ラック部材７８に対して伝達するためのもので
ある。この第１連結ギヤ７９は、第１ラック部材７７に形成された第３伝達部８２及び第
２ラック部材７８に形成された第４伝達部８６と噛み合うように形成されており、第１ラ
ック部材７７から駆動力が伝達されると回転し、第２ラック部材７８へその駆動力を伝達
するように構成されている。
【００３８】
　第１カバー体５５は、第１基体５２の後側であって、かつ第１駆動部５４の後側に位置
するもので、第１基体５２の後側においてスライド移動可能に設けられた第１駆動部５４
の第１ラック部材７７、第２ラック部材７８及び第１連結ギヤ７９を後側から覆うように
第１基体５２に取付固定されている。
【００３９】
（第２可動体４２の構成）
　図５及び図６に示すように、第２可動体４２は、第２絵柄９１、第２可動部としての第
２可動部材９２を有する第２装飾体９３を備えている。また、第２可動体４２は、結合用
基板９４、可動部材駆動部９５、駆動手段としての可動部材用駆動モータ９６、第２アー
ム部材９７、第２駆動モータ９８、第２駆動部９９及び第２カバー体１００を備えている
。
【００４０】
　第２絵柄９１は、少なくとも一部に所定の絵柄が形成されているもので、本実施の形態
では「布武」の文字を装飾的に描いた絵柄が描かれている。なお、この第２絵柄９１に描
くものとしては、文字のみならず、種々のイラスト等を描いてもよい。また、イラストや
文字等だけではなく、第２絵柄９１を描く対象物の表面に所定の模様等を形成してもよい
。
【００４１】
　第２可動部材９２は、第２絵柄９１の前側に位置するように設けられており、第２絵柄
９１を覆う閉じ位置とこの第２絵柄９１を視認可能にする開き位置との間で移動可能とな
るように構成されている。図５及び図６に示すように、第２可動部材９２は、第２左可動
部材１０１及び第２右可動部材１０２を備えており、第２可動部材９２が閉じ位置に位置
する時はこれら第２左可動部材１０１及び第２右可動部材１０２が当接する位置にあり、
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第２可動部材９２が開き位置に位置する時は第２左可動部材１０１が左方向へ移動し、第
２右可動部材１０２が右方向へ移動することによってこれら第２左可動部材１０１及び第
２右可動部材１０２が分離するように構成されている。なお、本実施の形態では、この第
２可動部材９２の表面にも絵柄等が描かれているが、この絵柄は描いてもよいし、描かな
くてもよい。また、絵柄を描く場合には、任意に選択した種々の絵柄を描いてよい。
【００４２】
　結合用基板９４は、第２絵柄９１及び第２可動部材９２を取り付けると共に可動部材駆
動部９５及び可動部材用駆動モータ９６を取り付けるためのベースとなる部材である。ま
た、結合用基板９４は、第２アーム部材９７とも連結し、第２アーム部材９７の移動に伴
って、第２装飾体９３を進出位置と退避位置との間で移動することができるように構成さ
れている。
【００４３】
　可動部材駆動部９５は、第２左可動部材１０１及び第２右可動部材１０２を開き位置と
閉じ位置との間で移動させるための駆動力を伝達するためのものである。この可動部材駆
動部９５は、第３ラック部材１０３と、第４ラック部材１０４と、これら第３ラック部材
１０３及び第４ラック部材１０４とを連結するための第２連結ギヤ１０５とから構成され
ている。これら第３ラック部材１０３、第４ラック部材１０４は、結合用基板９４の後側
において左右方向にスライド移動することができ、第２連結ギヤ１０５は、結合用基板９
４の後側において回転することができるように配置されている。
【００４４】
　第３ラック部材１０３は、可動部材用駆動モータ９６から付与される駆動力を第２連結
ギヤ１０５及び第２右可動部材１０２に伝達するためのものである。この第３ラック部材
１０３には、可動部材用駆動モータ９６に取り付けられた第２駆動ギヤ１０６を介して可
動部材用駆動モータ９６の駆動力が伝達される第６伝達部１０７と、第２連結ギヤ１０５
と噛み合うように形成され、伝達された駆動力を第２連結ギヤ１０５に伝達するための第
７伝達部１０８とが形成されている。これら第６伝達部１０７及び第７伝達部１０８はラ
ック状に形成されており、可動部材用駆動モータ９６の回転運動を左右方向の直線運動に
変換することができるように構成されている。また、第３ラック部材１０３には、左右方
向に延びる第３スライド用長孔１０９が形成されている。この第３スライド用長孔１０９
は、該第３スライド用長孔１０９の内部に結合用基板９４の後面に形成されたピン状部材
（図示せず）が配置されるように形成されており、第３ラック部材１０３が左右方向にス
ライド移動する際、このピン状部材により案内される。
【００４５】
　第４ラック部材１０４は、第２連結ギヤ１０５を介して第３ラック部材１０３から伝達
される駆動力を第２左可動部材１０１に伝達するためのものである。この第４ラック部材
１０４は、第２連結ギヤ１０５と噛み合うことができるように形成されており、この第２
連結ギヤ１０５を介して第３ラック部材１０３から伝達される駆動力、即ち可動部材用駆
動モータ９６により付与される駆動力が伝達される。第４ラック部材１０４には、第２連
結ギヤ１０５と噛み合うように形成され、第２連結ギヤ１０５を介して可動部材用駆動モ
ータ９６の駆動力が伝達される第８伝達部１１０が形成されている。また、第２ラック部
材７８には、左右方向に延びる第４スライド用長孔１１１が形成されている。この第４ス
ライド用長孔１１１は、該第４スライド用長孔１１１の内部に、結合用基板９４の後側に
形成されたピン状部材（図示せず）が配置されるように形成されており、第４ラック部材
１０４が左右方向にスライド移動する際、このピン状部材により案内されるようにするた
めのものである。
【００４６】
　第２連結ギヤ１０５は、第３ラック部材１０３と第４ラック部材１０４とを連結して、
第３ラック部材１０３から伝達された駆動力を第４ラック部材１０４に対して伝達するた
めのものである。この第２連結ギヤ１０５は、第３ラック部材１０３に形成された第７伝
達部１０８及び第４ラック部材１０４に形成された第８伝達部１１０と噛み合うように形
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成されており、第３ラック部材１０３から駆動力が伝達されると回転し、第４ラック部材
１０４へ駆動力を伝達するように構成されている。
【００４７】
　可動部材用駆動モータ９６は、第３ラック部材１０３及び第４ラック部材１０４に駆動
力を付与するためのものである。この可動部材用駆動モータ９６は、従来から公知の物を
任意に選択して用いてもよい。また、この可動部材用駆動モータ９６には、駆動軸に第２
駆動ギヤ１０６が設けられている。この第２駆動ギヤ１０６は、第３ラック部材１０３の
第６伝達部１０７と噛み合うように形成されており、可動部材用駆動モータ９６の駆動力
が第２駆動ギヤ１０６を介して第３ラック部材１０３に伝達されるように構成されている
。また、この時、可動部材用駆動モータ９６の回転運動が第３ラック部材１０３によって
左右方向の直線運動に変換される。
【００４８】
　第２アーム部材９７は、第２駆動モータ９８から伝達される駆動力を受けて、液晶表示
装置３３の表示画面が視認可能な退避位置と、液晶表示装置３３の前側に位置しこの液晶
表示装置３３の表示画面の少なくとも一部を覆う進出位置と、の間において第２装飾体９
３を進退させるためのものである。この第２アーム部材９７は、駆動力を受けて回動する
際の回動中心となる回動軸部１２１と、この回動軸部１２１よりも長手方向に所定距離離
れたところに位置する伝達用長孔部１２２と、この伝達用長孔部１２２よりも更に長手方
向に所定距離離れ、かつ回動軸部１２１とは遠くなる方向に向かう方向に、連結用長孔部
１２３が形成されている。伝達用長孔部１２２は、第２可動部材９２を構成する第３従動
ギヤ１２４に形成された伝達用突起１２４ｂが内部に配置される大きさに形成されており
、第２アーム部材９７の長手方向に沿う方向に向かって延びるように形成されている。連
結用長孔部１２３は、結合用基板９４と連結するためのもので、この連結用長孔部１２３
も、第２アーム部材９７の長手方向に沿う方向に向かって延びるように形成されている。
【００４９】
　また、第２アーム部材９７には、ロック手段としてのロック部１２５が形成されている
。ロック部１２５は、本実施の形態では伝達用長孔部１２２に形成されている。図９に示
すように、ロック部１２５は、伝達用長孔部１２２の一端側端部に、該伝達用長孔部１２
２が延びる方向とは異なる方向に向けて形成されている。即ち、ロック部１２５は、伝達
用長孔部１２２が延びる方向に対して、角度θだけ異なる方向に延びるように形成されて
いる。この角度θは、第２アーム部材９７が移動して第２装飾体９３を進出位置に位置さ
せた時に、第３従動ギヤ１２４に形成されている伝達用突起１２４ｂが回転する方向と一
致するように形成されている。
【００５０】
　第２駆動モータ９８は、第２駆動部９９及び第２アーム部材９７を介して第２装飾体９
３を退避位置と進出位置との間で移動させるための駆動力を付与するためのものである。
この第２駆動モータ９８は、従来から公知の物を任意に選択して用いてもよい。また、こ
の第２駆動モータ９８には、駆動軸に第３駆動ギヤ１２６が設けられている。この第３駆
動ギヤ１２６は、第２駆動部９９を構成する第３従動ギヤ１２４と噛み合うように形成さ
れており、第２駆動モータ９８の駆動力が第３従動ギヤ１２４を介して第２アーム部材９
７に伝達されるように構成されている。
【００５１】
　第２駆動部９９は、第２駆動モータ９８から付与される駆動力を受けて駆動し、さらに
その駆動力を他の部材へ伝達するためのものである。第２駆動部９９は、第３駆動ギヤ１
２６と第３従動ギヤ１２４とを備えており、第３駆動ギヤ１２６は第２駆動モータ９８の
駆動軸に取付固定されている。また、第３従動ギヤ１２４は、第２アーム部材９７の後側
に位置しており、ギヤ本体１２４ａと、このギヤ本体１２４ａの中心から半径方向外側に
向けて突出するとともに、ギヤ本体１２４ａの表面から前側に突出する伝達用突起１２４
ｂが形成されている。また、第２駆動部９９には、レール１２７が設けられている。この
レール１２７は、第２装飾体９３が進出位置と退避位置との間で移動する際に、第２装飾
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体９３の動きをガイドするためのものである。
【００５２】
　第２カバー体１００は、第２可動体４２の後側に設けられており、レール１２７や第２
駆動部９９等が取付固定されるように形成されている。
【００５３】
［係合手段４３の構成］
　係合手段４３は、第１可動体４１及び第２可動体４２が進出位置に位置する時に、これ
ら第１可動体４１及び第２可動体４２を係合させ、該第１可動体４１及び第２可動体４２
を合体させるためのものである。本実施の形態では、係合手段４３は、係合部１３１及び
係合受け部１３２から構成されている。係合部１３１は、突起状に形成された部材であり
、係合受け部１３２は、係合部１３１と係合可能に形成されている。本実施の形態では、
係合受け部１３２は、係合部１３１と係合可能な凹部として形成されている。図８に示す
ように、本実施の形態では、係合部１３１は、第２可動体４２の第２左可動部材１０１及
び第２右可動部材１０２において第１可動体４１の第１左可動部材５６及び第１右可動部
材５７と対向する面からこの面よりも上向きに突出する突起状に形成されており、係合受
け部１３２は、第１可動体４１の第１左可動部材５６及び第１右可動部材５７において、
第２可動体４２の第２左可動部材１０１及び第２右可動部材１０２と対向する面に凹状に
形成されている。これら係合部１３１と係合受け部１３２とが係合することにより、第１
可動体４１及び第２可動体４２が進出位置に位置する時に、これら第１可動体４１及び第
２可動体４２が確実に合体し、また合体後にこれら第１可動体４１及び第２可動体４２が
外れることを防止することもできるように構成されている。なお、本実施の形態では、第
１可動体４１に係合受け部１３２を設け、第２可動体４２に係合部１３１を設けるように
構成しているが、これに限定されるものではない。例えば、第１可動体４１に係合部１３
１を設け、第２可動体４２に係合受け部１３２を設けてもよい。また、係合手段４３は、
第１可動体４１及び第２可動体４２を合体させることができるものであれば、上記した以
外の構成以外のものであってもよい。
【００５４】
［検知センサ４４の構成］
　検知センサ４４は、第１可動体４１及び第２可動体４２が進出位置に位置する時に、こ
れら第１可動体４１及び第２可動体４２が合体しているか否かを検知するためのものであ
る。本実施の形態では、検知センサ４４は、係合手段４３に設けられている。図９に示す
ように、検知センサ４４は、例えば第１可動体４１における係合受け部１３２に設けられ
ており、第１可動体４１及び第２可動体４２が進出位置に位置する時に、係合受け部１３
２内における係合部１３１の有無を検知することができるように構成されている。第１可
動体４１及び第２可動体４２が進出位置に位置する時に、検知センサ４４が係合部１３１
の存在を検知した場合には、検知センサ４４は係合部１３１の存在を検知した旨の検知信
号を後述する演出制御手段に送信する。一方、検知センサ４４が係合部１３１の存在を検
知しなかった場合には、検知センサ４４は検知信号を出力しない。
【００５５】
［演出制御部１４１の構成］
　次に、本実施の形態に係る遊技機１における演出制御手段としての演出制御部１４１に
ついて説明する。演出制御部１４１は、遊技の進行に応じて、その遊技に対応する動画や
アニメーション等を液晶表示装置３３に表示するよう制御したり、又は演出用役物３４に
よる演出の制御、即ち演出用役物３４の動作を制御するためのものである。
【００５６】
　この演出制御部１４１は、例えば、遊技中において遊技球が始動入賞口に入賞した場合
に、この入賞を契機として液晶表示装置３３に所定の絵柄等を表示させるように制御する
。また、演出制御部１４１は、この時の演出において、始動入賞口に遊技球が入賞するこ
とで行われる大当り抽選に当選したか否かによって異なる演出を行うように制御する。本
実施の形態では、演出制御部１４１は、大当り抽選に当選し、その当選した大当りが第１
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の大当り遊技状態に移行するものである場合には、第１可動体４１及び第２可動体４２を
合体させる第１演出を行うように制御する。また、演出制御手段は、大当り抽選に当選し
、その当選した大当りが第２の大当り遊技状態に移行するものである場合には、第１可動
体４１及び第２可動体４２を合体させ、その後に第１左可動部材５６及び第２左可動部材
１０１、並びに第１右可動部材５７及び第２右可動部材１０２のそれぞれを一体的に閉じ
位置から開き位置へ移動させ、第１図柄及び第２図柄のいずれをも視認可能にするように
する第２演出を行うように制御する。この時、演出制御部１４１には、検知センサ４４か
らの検知信号の入力を受けている。検知センサ４４は、第１可動体４１及び第２可動体４
２が係合部１３１及び係合受け部１３２において係合したか否か、即ち、これら第１可動
体４１及び第２可動体４２が係合手段４３によって係合されたか否かを検知するように構
成されている。演出制御部１４１は、大当り抽選の結果がこの第２の大当り遊技状態に移
行するものであって、かつセンサ部材からの検知信号、即ち、第１可動体４１及び第２可
動体４２が確実に係合した旨の検知信号の入力を受けた場合に、第２演出を行うように制
御する。一方、演出制御部１４１は、大当り抽選の結果が、第２の大当り遊技状態に移行
するものであっても、検知センサ４４からの検知信号の入力がなかった場合には、第１可
動体４１及び第２可動体４２が退避位置から進出位置へ移動したものの、これら第１可動
体４１及び第２可動体４２が正常に合体しなかったものと判断して、第１演出を行うよう
に制御する。
【００５７】
［演出用役物３４の作用効果］
　次に、演出用役物３４の作用効果について説明する。本実施の形態に係る遊技機１では
、大当り遊技状態として第１の大当り遊技状態と第２の大当り遊技状態とが設定されてい
る。演出制御部１４１では、第１の大当り遊技状態に移行する場合には第１の演出を行い
、第２の大当り遊技状態に移行する場合には、第２の演出を行うように制御する。また、
演出制御部１４１は、第２の大当り遊技状態に移行する場合であっても、第１可動体４１
と第２可動体４２とが正常に合体しなかった場合には、第１の演出を行うように制御する
。以下においては、第１の演出の作用効果について説明した後に第２の演出について説明
し、その後さらに第２の大当り遊技状態に移行する場合であって、第１可動体４１及び第
２可動体４２が正常に合体しなかった場合の作用効果について説明する。
【００５８】
（第１の演出の作用効果）
　図１に示すように、通常は演出用役物３４を構成する第１可動体４１及び第２可動体４
２は退避位置に位置している。この状態の時の演出用役物３４の状態を図７及び図８に示
す。図７に示すように、第１可動体４１及び第２可動体４２が退避位置にある場合には、
これら第１可動体４１及び第２可動体４２は互いに離間した状態を維持している。図１に
示すように、これら退避位置に位置する第１可動体４１及び第２可動体４２の間には、液
晶表示装置３３の表示領域３３ａがある。即ち、第１可動体４１及び第２可動体４２が退
避位置にある時は、液晶表示装置３３の表示領域３３ａを遊技者が視認しやすくなってい
る状態であるとも言える。
【００５９】
　この時の演出用役物３４を後面側から見ると、図８に示すようになっている。図８に示
すように、第１可動体４１の第１ラック部材７７と第１従動ギヤ６７との関係及び第２ラ
ック部材７８と第２従動ギヤ７０との関係は、それぞれ第１従動ギヤ６７及び第２従動ギ
ヤ７０が第１ラック部材７７及び第２ラック部材７８の互いに対向する内側の端部に近接
する位置に位置している。また、第２可動体４２も第２アーム部材９７が最も下方に位置
する状態になっている。
【００６０】
　第１可動体４１及び第２可動体４２が退避位置に位置した状態で遊技者が遊技を行い、
大当り抽選に当選し、第１大当り遊技状態又は第２大当り遊技状態へ移行することになる
と、第１可動体４１の第１駆動モータ５３がＡ方向に回転を開始し、第２可動体４２の第
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２駆動モータ９８もＢ方向に回転を開始する。まず、第１駆動モータ５３がＡ方向に回転
すると、第１駆動モータ５３の駆動軸に取付固定されている第１駆動ギヤ７６もＡ方向に
回転する。そして、第１駆動ギヤ７６のＡ方向への回転に伴って、第１伝達部８０におい
て該第１駆動ギヤ７６と噛み合っている第１ラック部材７７は、Ｃ方向への直線運動を開
始する。この時、第１ラック部材７７の第２伝達部８１においては、第１従動ギヤ６７が
噛み合っており、第３伝達部８２においては、第１連結ギヤ７９が噛み合っている。した
がって、第１ラック部材７７がＣ方向に移動を開始すると、第１従動ギヤ６７がＤ方向へ
回転を開始するとともに、第１連結ギヤ７９もＤ方向への回転を開始する。第１連結ギヤ
７９がＤ方向への回転を開始すると、第１連結ギヤ７９は第２ラック部材７８の第４伝達
部８６と噛み合っているので、第２ラック部材７８はＥ方向へ直線運動を行う。第２ラッ
ク部材７８がＥ方向へ直線運動を開始すると、第５伝達部８７において噛み合っている第
２従動ギヤ７０は、Ｆ方向へ回転を開始する。
【００６１】
　この時、第１従動ギヤ６７は第１ラック部材７７の駆動力を受けてＤ方向へ回転し、第
２従動ギヤ７０は第２ラック部材７８からの駆動力を受けてＦ方向へ回転する。また、こ
の時、第１ラック部材７７はＣ方向へ直線的に移動し、第２ラック部材７８はＥ方向へ直
線的に移動する。すなわち、この時の第１ラック部材７７及び第２ラック部材７８は、互
いに近接する方向に向けて直線的に移動することになる。第１従動ギヤ６７がＤ方向へ回
転し、第２従動ギヤ７０がＦ方向へ回転することから、第１左アーム部材６３はＤ方向へ
回動し、第１右アーム部材６４はＦ方向に回動する。そして、これら第１左アーム部材６
３及び第１右アーム部材６４がこのように回動すると、第１左アーム部材６３及び第１右
アーム部材６４と連結している第１移動部材４８及び第２移動部材４９は、Ｇ方向へ直線
的に移動する。
【００６２】
　次に、第２可動体４２の第２駆動モータ９８がＢ方向へ回転した時の作用について説明
する。図８において、第２駆動モータ９８がＢ方向へ回転すると第３従動ギヤ１２４も同
じくＢ方向へ回転を開始する。この時、第３従動ギヤ１２４には伝達用突起１２４ａが形
成されており、この伝達用突起１２４ａが第２アーム部材９７の伝達用長孔部１２２の孔
内に配置されるようにして構成されているので、第３従動ギヤ１２４がＢ方向へ回転を開
始すると、その回転に伴って第３従動ギヤ１２４の伝達用突起１２４ａが伝達用長孔部１
２２においてその側面と当接すると共に、第２アーム部材９７も回動軸部１２１を回動軸
としてＢ方向への回動を開始する。この時、第２可動体４２は連結用長孔部１２３におい
て第２アーム部材９７と連結しているので、第２アーム部材９７が回動軸部１２１を回動
中心として回動すると、第２可動体４２はＨ方向へ直線的に移動する。
【００６３】
　このようにして第１可動体４１が退避位置からＧ方向へ直線的に移動し、第２可動体４
２が退避位置からＨ方向へ直線的に移動して、これら第１可動体４１及び第２可動体４２
が進出位置に位置している状態を図９及び図１０に示す。これら図９及び図１０に示すよ
うに、第１可動体４１及び第２可動体４２が進出位置に位置した時には、第２可動体４２
に形成されている係合部が第１可動体４１に形成されている係合受け部と係合し、第１可
動体４１及び第２可動体４２が合体する。図９に示すように、第１可動体４１及び第２可
動体４２が進出位置に位置している場合には、第２可動体４２の第３従動ギヤ１２４に形
成されている伝達用突起１２４ａが第２アーム部材９７のロック部１２５に位置する。し
たがって、第２可動体４２が進出位置に位置した状態を維持することができ、第２可動体
４２が、自重や他の原因等によって不意に進出位置から退避位置へ移動してしまうことを
確実に防止することが可能になる。特に、本実施の形態に係る遊技機１の場合には、第２
可動体４２が進出位置にある時は、遊技者の興趣が向上している場合が多いため、一端進
出位置に位置したらその状態を維持することが必要になる。そのため、本実施の形態に係
る遊技機１では、第２可動体４２が進出位置に位置することをロック部１２５に伝達用突
起１２４ａを位置させることで行わせることができるので、遊技者の興趣を損なわず、遊
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技者の興趣をより向上させるような演出を行うことが可能になる。
【００６４】
（第２の演出の作用効果）
　第２の演出は、第１可動体４１及び第２可動体４２が合体し、その後、第１絵柄４５及
び第２絵柄９１を視認することができるまでの演出を行う。なお、第２の演出のうち、第
１可動体４１及び第２可動体４２が合体するところまでの作用効果は先に説明した第１の
演出の場合と同じであるから、ここでは第１可動体４１及び第２可動体４２が合体するま
での作用効果についての説明は省略する。
【００６５】
　図９及び図１０に示すように、第１可動体４１及び第２可動体４２が進出位置に位置し
ている時は、これら第１可動体４１及び第２可動体４２が合体した状態となる。この場合
、遊技者は、図１１に示すような状態のものを視認することができる。図１１は、遊技盤
において、第１可動体４１及び第２可動体４２が進出位置に位置する場合を表した図であ
る。このように、本実施の形態に係る演出用役物３４は、第１可動体４１及び第２可動体
４２が進出位置に位置している場合には、該演出用役物３４の後方に位置する液晶表示装
置３３の少なくとも一部を覆うように配置される。したがって、このように演出用役物３
４を配置することで、液晶表示装置３３において図柄等を表示させることによる演出と、
演出用役物３４を用いることによる演出を同時に行うことができ、遊技機１において遊技
者の興趣をより向上させることが可能になる。
【００６６】
　次に、第２の演出において第１絵柄４５及び第２絵柄９１を視認することができる状態
にまで移行する際の作用効果について説明する。演出制御部１４１は、図９及び図１０に
示すように第１可動体４１及び第２可動体４２を合体させ、さらに検知センサ４４から係
合部１３１及び係合受け部１３２の係合が正常に行われていることの検知信号の入力を受
けた場合には、可動部材用駆動モータ９６をＩ方向に回転駆動する。可動部材用駆動モー
タ９６がＩ方向に回転駆動すると、それに伴って第２駆動ギヤ１０６もＩ方向に回転をす
る。第２駆動ギヤ１０６は、第３ラック部材１０３の第６伝達部１０７と噛み合っている
ので、第２駆動ギヤ１０６がＩ方向に回転すると、それに伴って第３ラック部材１０３が
Ｊ方向に移動する。そして、第３ラック部材１０３は、第７伝達部１０８において第２連
結ギヤ１０５と噛み合っているので、第３ラック部材１０３がＪ方向に移動すると、それ
に伴って第２連結ギヤ１０５がＫ方向に回転する。また、第２連結ギヤ１０５は第４ラッ
ク部材１０４の第８伝達部１１０と噛み合っているので、第２連結ギヤ１０５がＫ方向に
回転すると、それに伴って第４ラック部材１０４がＬ方向に移動する。したがって、演出
制御部１４１が可動部材用駆動モータ９６を回転駆動させると、第２可動体４２における
第２可動部材の第２左可動部材１０１はＬ方向に移動し、第２右可動部材１０２はＪ方向
に移動することになる。
【００６７】
　この時、第１可動体４１及び第２可動体４２が合体しており、これら第１可動体４１及
び第２可動体４２は、係合手段によって係合している。具体的には、第２左可動部材１０
１に形成された係合部１３１は第１左可動部材５６に形成された係合受け部１３２と係合
し、第２右可動部材１０２に形成された係合部１３１は第１右可動部材５７に形成された
係合受け部１３２と係合している。そのため、第２左可動部材１０１がＬ方向に移動する
と、第１左可動部材５６も、第２左可動部材１０１と一体的にＬ方向へ移動する。また、
第２右可動部材１０２がＪ方向に移動すると、第１右可動部材５７も、第２右可動部材１
０２と一体的にＪ方向へ移動する。
【００６８】
　したがって、本実施の形態に係る演出用役物３４は、一つの駆動手段としての可動部材
用駆動モータ９６により、第１可動体４１の第１左可動部材５６及び第１右可動部材５７
、並びに第２可動部材の第２左可動部材１０１及び第２右可動部材１０２を閉じ位置と開
き位置との間で移動させることができる。そのため、本実施の形態に係る演出用役物３４
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は、第１可動体４１を構成する部品の点数を大幅に減少させることが可能になる。特に第
１可動体４１に駆動モータ等の駆動手段や、この駆動手段を設置するに際して必要な部品
を減少させることができ、構造の簡略化及び製造コストの低減を大きく図ることが可能に
なる。また、このように第１可動体４１の構造を簡略化し、部品点数を減少させることが
できるので、第１可動体４１を軽量化することも可能になる。
【００６９】
　第１左可動部材５６及び第２左可動部材１０１がＬ方向へ移動し、第１右可動部材５７
及び第２右可動部材１０２がＪ方向へ移動した時の演出用役物３４の状態を図１２～図１
４に示す。図１２及び図１４に示すように、上記したように第１左可動部材、第２左可動
部材、第１右可動部材及び第２右可動部材が閉じ位置から開き位置へと移動すると、第１
絵柄４５及び第２絵柄９１が視認可能な状態になる。即ち、第１絵柄４５に描かれている
「天下」という文字と、第２絵柄９１に描かれている「布武」という文字が視認可能とな
る。このように、第１絵柄４５及び第２絵柄９１が視認可能な状態になった場合は、図１
４に示すように液晶表示装置３３における表示領域３３ａのほとんど全体を演出用役物３
４が覆う状態になり、このような状態になると遊技者に対して大当り抽選に当選し、第２
大当り遊技状態に移行することを知らせ、遊技者の興趣をさらにより向上させることが可
能になる。また、この場合においても、液晶表示装置３３に図柄等を表示させることによ
る演出、第１可動体４１及び第２可動体４２を合体させることによる演出に加えて、第１
絵柄４５及び第２絵柄９１を視認させるに至るまでの動作やこれら第１絵柄４５及び第２
絵柄９１を視認させることによる演出と言うように、各種の演出を組み合わせて一つの演
出を行うことができる。したがって、さらにより遊技者の興趣を向上させる演出を行うこ
とが可能になる。
【００７０】
（第１可動体４１及び第２可動体４２が正常に合体しなかった場合の作用効果）
　第１可動体４１及び第２可動体４２は、進出位置に位置している時は、係合部１３１及
び係合受け部１３２が係合し、これら第１可動体４１及び第２可動体４２が正常に合体す
るように構成されているものの、退避位置から進出位置へ移動している間に、第１可動体
４１及び第２可動体４２の間に位置ずれが生じ、正常に合体しない場合がある。本実施の
形態の演出用役物３４は、これら第１可動体４１及び第２可動体４２が進出位置に位置し
ている時に、係合部１３１及び係合受け部１３２が係合しているか否かを検知センサ４４
で検知している。
【００７１】
　演出制御部１４１は、図９及び図１０に示すように、第１可動体４１及び第２可動体４
２を合体させたものの、検知センサ４４から係合部１３１及び係合受け部１３２の係合が
正常に行われていることの検知信号の入力を受けなかった場合には、第１可動体４１及び
第２可動体４２の合体が正常に行われなかったものと判断する。この場合、演出制御部１
４１は、大当り抽選に当選し、遊技状態を通常遊技状態から第２の大当り遊技状態へ移行
する場合であっても、上記したような第２の演出を行わず、第１の演出を行うように制御
する。
【００７２】
　このように制御をすることで、第１可動体４１及び第２可動体４２が正常に合体してい
ない場合に可動部材用駆動モータ９６を駆動して第２左可動部材１０１及び第２右可動部
材１０２を閉じ位置から開き位置へ移動させることで、これら第２左可動部材１０１及び
第２右可動部材１０２のみが移動し、本来これらと一体的に移動するはずのものである第
１左可動部材５６及び第１右可動部材５７が閉じ位置から開き位置へ移動せず、遊技者の
興趣を却って減退させてしまう状態を未然に防止することができる。
【００７３】
　以上、本発明の具体的な内容について説明したが、本発明は本実施の形態の態様の構成
に限定されるものではなく、本発明の趣旨を逸脱しない範囲で、適宜変更することが可能
である。
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【符号の説明】
【００７４】
　１　遊技機
　１２　遊技盤
　１３　裏ユニット
　１６　遊技領域
　１８　始動入賞装置
　１９　大入賞装置
　２２　第１大入賞装置
　２３　第２大入賞装置
　３１　センター役物
　３３　液晶表示装置
　３３ａ　表示領域
　３４　演出用役物
　４１　第１可動体
　４２　第２可動体
　４３　係合手段
　４４　検知センサ
　４５　第１絵柄
　４６　第１可動部材
　４７　第１装飾体
　４８　第１移動部材
　４９　第２移動部材
　５０　第１アーム部材
　５３　第１駆動モータ
　５４　第１駆動部
　５６　第１左可動部材
　５７　第１右可動部材
　６３　第１左アーム部材
　６４　第１右アーム部材
　７０　第１従動ギヤ
　７６　第１駆動ギヤ
　７７　第１ラック部材
　７８　第２ラック部材
　７９　第１連結ギヤ
　９１　第２絵柄
　９２　第２可動部材
　９３　第２装飾体
　９５　可動部材駆動部
　９６　可動部材用駆動モータ
　９７　第２アーム部材
　９８　第２駆動モータ
　９９　第２駆動部
　１０１　第２左可動部材
　１０２　第２右可動部材
　１０３　第３ラック部材
　１０４　第４ラック部材
　１０５　第２連結ギヤ
　１０６　第２駆動ギヤ
　１２１　回動軸部
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　１２２　伝達用長孔部
　１２３　連結用長孔部
　１２４　第３従動ギヤ
　１２５　ロック部
　１２６　第３従動ギヤ
　１３１　係合部
　１３２　係合受け部
　１４１　演出制御部

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】



(21) JP 6168548 B2 2017.7.26

【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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【図１１】 【図１２】

【図１３】 【図１４】
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